



















































































































































































































































































































































感、不完全感、 R.D.ラングの言葉を使えば「存在論的不安Jであろう O ラングは、「人生の初期の経
験から安定感を獲得した人聞は、他の人間との関係にも満足を見出す可能性が高い。しかし存在論
的に不安定な人聞は、自分を満足させるよりはむしろ自己を保護することにとりつかれている/8)





















































































































































































の教授になるが、終生兄の T.E.を敬愛し、その劇的な死の後、 T.E. Lawrence By His Friendsという
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5) Vyvyan Richards， T.E. Lawrence (Tokyo: Kenkyusha， 1984)， P. 1. 
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25) Lawrenc巴James，P. 18. 
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27) D. H. Lawrence， Love Among的eHaystacks and 0的erStories [HarmondswOlth: Penguin Books， 1974]， 
P.146.傍点引用者。






30) T. E. Lawrence， Seven Pi1I6山 ofl司令dom[London: Penguin Books， 1962]， P. 453 ~ 54目
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